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こゆるぎ祭でこゆるぎ祭で
歴代アルバムを展示歴代アルバムを展示
　こゆるぎ会では９月
27 日（土）と 28 日 ( 日 )
のこゆるぎ祭期間中、
校内ブースにて歴代の
アルバムを展示いたし
ます。
　毎年、 多くの卒業生
が訪れ、 自分たちや先
生たちの若かりし姿を
見て、 思い出話に華を
咲かせています。
お越しの際は、 お気軽
にお立ち寄りください。

向
上
高
等
学
校
　
同
窓
会

　会員の皆様の住所等に変更が
あったときは、同窓会ホームペー
ジの「名簿データベース」の変
更を各人でお願いします。並行
して事務局にも連絡を頂ければ
幸いです。（題字下に連絡先）

事務局からのお願い

　最近、本校の関係者を名乗った 「振り込め詐欺」

が多く起きています。

　「進路を確認したい」 や 「卒業者の名簿を作成

したい」、 「関東大会の寄付を募ります」、 など手

口は様々です。 本校では、 一切そのような行為

は行っておりませんので、 ご注意いただきますよ

うお願いします。 そのほか、 卒業生の個人情報

を聞き出そうとする不審な電話がかかってくること

もあります。

　防止策として警視庁、 神奈川県警から確認の電

話がご自宅に入ることもありますので、 その節は

ご協力ください。

ご注意ください！振り込め詐欺ご注意ください！振り込め詐欺

表紙画　奥津國道氏　題字　松澤輝次先生
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２
０
２
５
年
度
、
向
上
高
校
は
、
学

校
長
に
卒
業
生
で
あ
る
小
河
亨
先
生

を
迎
え
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
小
河
先
生
は
、
大
学
卒
業
後
、

向
上
高
校
の
教
壇
に
立
っ
た
の
ち
、
自

修
館
中
等
教
育
学
校
に
異
動
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
は

同
校
の
校
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

近
年
、
学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
高
度
に
な
り
、
様
々
な

社
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
、

日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
時
代
に
合
わ

せ
た
教
育
活
動
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
学
園
が
運
営
す
る
二
つ
の

学
校
が
「
探
究
的
な
学
び
」
や
「
国
際
教
育
」、
そ
れ
ら
を
実
践
す

る
た
め
の
方
法
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
に
関
し
て
、
協
働
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
体

制
づ
く
り
を
す
る
中
で
、
小
河
先
生
が
向
上
高
校
の
校
長
と
な
る
こ

と
は
、
本
学
園
が
二
つ
の
中
等
教
育
を
行
う
学
校
を
持
つ
こ
と
の
強

み
を
、
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
修
学
校
か
ら
始
ま
っ
て
１
１
５
年
、
時
代
と
と
も
に
取

り
組
む
課
題
や
教
育
方
法
が
変
わ
っ
て
も
、
本
学
園
の
行
う
教
育
が

「
自
学
・
自
修
・
実
践
」
の
で
き
る
人
材
の
育
成
で
あ
る
こ
と
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
本
学

園
の
教
育
を
受
け
る
中
で
、
様
々
な
実
績
を
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
の
存
在
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
私
た
ち
の
自
信
に
繋

が
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
今
回
、
小
河
先
生
に

卒
業
生
と
し
て
初
め
て
、
出
身
校
の
校
長
職
に
就
い
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
卒
業
生
の
皆
様
が
、
こ
ゆ
る
ぎ
会
の

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
様
々
な
場
面
で
学
校
の
教
育
活
動
に
か
か

わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
学
園
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
向

上
学
園
の
発
展
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

私
は
本
年
４
月
に
校
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
が
、
着
任
以
来
、

驚
き
と
と
も
に
深
く
感
じ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
在
校
生

と
し
て
数
多
く
の
卒
業
生
の
ご
子
息
、

ご
息
女
に
在
籍
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
々
の
学
校
生
活

の
中
で
、
生
徒
や
保
護
者
の
方
々
と
接
す
る
た
び
に
、「
私
も
本
校

の
卒
業
生
で
す
」「
私
の
父
が
、
母
が
、
向
上
高
校
で
学
び
ま
し
た
」

と
い
っ
た
話
を
耳
に
す
る
機
会
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
実
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
向
上
高
校
が
卒
業
生
の
皆
様
と
強
く

結
び
つ
き
な
が
ら
歩
ん
で
き
た
証
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
は
創
立
以
来
、「
自
学
・
自
修
・
実
践
」
の
教
育
方
針
の

も
と
、
多
く
の
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
卒
業

生
の
皆
様
が
築
か
れ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て
そ
の
上
に
あ

る
現
在
の
学
校
の
姿
は
、
ま
さ
に
皆
様
の
支
え
と
ご
協
力
の
賜
物

で
す
。
今
、
私
は
そ
の
大
切
な
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
、
次
代
を
担

う
生
徒
た
ち
が
さ
ら
に
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

７
月
13
日
に
大
和
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
野
球
部
の
初
戦
を

私
も
現
地
で
観
戦
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
こ
ゆ

る
ぎ
会
を
中
心
と
し
た
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
が
集
ま
り
、
ス
タ

ン
ド
か
ら
熱
い
ご
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

皆
様
が
、
母
校
で
あ
る
向
上
高
校
に
対
し
て
変
わ
ら
ぬ
愛
情
と

ご
支
援
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
何
よ
り
の
励
み
で

あ
り
、
学
校
に
と
っ
て
の
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
う
し
た
ご
縁
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、
在
校
生
た
ち
に
も
「
向
上
高
校
で
学
ん

で
良
か
っ
た
」「
卒
業
し
て
も
ま
た
母
校
に
戻
っ
て
き
た
い
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
母
校
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

連
日
の
猛
暑
で
エ
ア
コ
ン
は
フ
ル
稼

働
。
命
は
替
え
が
利
か
ぬ
も
の
、
無

理
は
禁
物
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
か
ら
自
修
館
中
等
教
育
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
卒
業
生

の
小
河
亨
先
生
が
、
向
上
学
校
の
校
長
の
職
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

歴
代
校
長
の
中
で
も
卒
業
生
が
そ
の
大
役
を
任
さ
れ
る
こ
と
は
、
初

め
て
の
こ
と
。
同
じ
卒
業
生
と
し
て
、
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

先
日
、
小
河
先
生
に
お
会
い
し
た
際
に
、
昨
年
野
球
部
が
夏
の
大

会
で
ベ
ス
ト
４
に
進
ん
だ
話
に
な
り
、「
自
修
館
の
生
徒
か
ら
も
『
同

じ
学
園
な
の
で
一
緒
に
応
援
し
た
い
』
と
い
う
声
が
あ
り
、
嬉
し
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
と
話
す
気
さ
く
で
明
る
い
母
校
愛
が

強
い
先
生
で
す
。

　

私
は
昭
和
42
年
に
向
上
高
校
に
入
学
し
、
そ
れ
と
同
時
に
「
こ
ゆ

る
ぎ
寮
」
に
入
寮
し
ま
し
た
。
寮
は
校
舎
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
り
、

野
球
部
の
先
輩
方
も
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
校
長

だ
っ
た
宮
崎
道
世
先
生
が
向
上
高
校
を
早
く
世
間
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
部
活
動
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り
、
大
会
で

勝
ち
進
む
度
に
寮
の
食
事
も
豪
華
に
な
り
、
一
緒
に
美
味
し
く
い
た

だ
い
て
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
14
日
に
行
わ
れ
た
代
表
者
会
で
は
、
平
井
晃
先
生
の
ご
逝
去

に
よ
り
、
し
ば
ら
く
空
席
だ
っ
た
相
談
役
の
後
任
を
無
事
に
承
認
い

た
だ
く
と
と
も
に
、「
向
上
高
校
22
歳
の
集
い
」
と
い
う
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
力
に
つ
い
て
も
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
多
く
の
人
が
就
職
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
22
歳
と
い

う
人
生
の
節
目
に
、
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
友
人
た
ち
と
再
会
し
て

旧
交
を
温
め
て
も
ら
い
、
今
後
の
生
活
で
も
同
級
生
と
の
繋
が
り
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
催
し
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長
　
髙
倉
孝
元

友
と
の
繋
が
り
を
継
続
で
き
る
活
動
を

理
事
長
　
山
田
貴
久

卒
業
生
の
存
在
が
学
園
の
大
き
な
力
に

校
長
　
小
河
　
亨

歴
史
と
伝
統
の
バ
ト
ン
を
次
世
代
へ
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今
回
招
待
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
54

年
度
か
ら
昭
和
57
年
度
の
卒
業
生
の

中
か
ら
、
連
絡
の
帰
っ
て
き
た
23
名
。

そ
れ
に
加
え
当
時
の
こ
と
を
知
る
宮

崎
道
忠
先
生
・
東
野
眞
先
生
・
松
山

隆
先
生
・
高
橋
邦
夫
先
生
・
夏
目
修
一

先
生
・
野
田
祐
次
先
生
・
大
木
誠
先

生
の
７
名
が
招
待
さ
れ
た
。

　

当
日
は
前
日
か
ら
の
雨
の
持
ち
越

し
も
心
配
さ
れ
た
が
、
何
と
か
天
候
も

持
ち
、
11
時
過
ぎ
に
ア
ミ
ー
ク
ス
に
集

合
し
た
参
加
者
は
校
内
見
学
ツ
ア
ー

に
出
発
。

　

最
初
に
こ
ゆ
る
ぎ
会
で
も
設
立
の

協
力
を
し
た
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
向

か
い
、
在
校
生
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
い
る
か
や
進
路
の
状
況
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。
次
に
図
書
館
、
Ａ

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
順
番
で
中
井
圭
祐
先

生
の
対
応
の
中
、
校
内
が
案
内
さ
れ

た
。
校
内
見
学
ツ
ア
ー
を
終
え
た
参

加
者
は
、
ア
ミ
ー
ク
ス
横
の
ス
ペ
ー
ス

で
先
生
方
を
含
め
て
集
合
写
真
撮
影

を
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
用
意
さ
れ
た
バ

ス
で
向
上
令
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
学

し
た
の
ち
、
懇
親
会
会
場
の
あ
る
本
厚

木
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
へ
移
動
。

　

初
め
に
開
会
の
こ
と
ば
を
こ
ゆ
る

ぎ
会
副
会
長
の
原
利
昭
さ
ん
が
務
め
、

続
い
て
会
長
の
髙
倉
孝
元
さ
ん
が
歓

迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
学
校
長
の
直
理

賀
一
先
生
か
ら
も
現
在
の
向
上
高
校
の

生
徒
た
ち
の
様
子
な
ど
の
話
が
行
わ

れ
、
乾
杯
の
挨
拶
を
こ
ゆ
る
ぎ
会
副
会

長
の
成
田
将
さ
ん
が
行
い
、
懇
親
会
が

始
ま
っ
た
。

　

懇
親
会
が
始
ま
る
と
、
食
事
や
飲

み
物
を
手
に
旧
友
や
先
生
方
と
の
歓

談
が
活
発
に
行
わ
れ
、
会
話
に
華
が

咲
き
会
場
内
は
懐
か
し
い
思
い
出
に

溢
れ
て
い
た
。

　

会
の
終
盤
に
差
し
掛
か
る
と
、
会

場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
中
井
圭
祐
先
生

が
招
待
年
度
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
写
真

を
ま
と
め
た
映
像
が
映
し
出
さ
れ
、
会

場
か
ら
笑
い
声
や
歓
声
が
多
く
上

が
っ
た
。
続
い
て
、
先
生
方
か
ら
の
挨

拶
や
参
加
者
へ
「
怖
か
っ
た
先
生
」
や

「
部
活
や
行
事
の
思
い
出
」
な
ど
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
校
歌
斉
唱
で

は
、
野
球
部
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
着

飾
っ
た
成
田
将
さ
ん
が
全
校
応
援
さ

な
が
ら
の
指
揮
を
と
り
、
そ
の
日
一
番

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

そ
の
後
、
原
利
昭
さ
ん
が
閉
会
の
言

葉
を
述
べ
、
会
場
で
記
念
写
真
を
撮
っ

て
第
４
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
閉

会
と
な
っ
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
先

生
や
旧
友
と
一
緒
に
２
次
会
に
向
か
う

人
も
お
り
、
時
間
が
許
す
限
り
思
い

出
話
に
華
を
咲
か
せ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

今
回
で
４
回
目
と
な
っ
た
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し

て
、
当
日
の
見
学
ツ
ア
ー
や
懇
親
会
で

撮
っ
た
写
真
を
「
大
切
な
思
い
出
」
と

し
て
残
せ
る
よ
う
に
ア
ル
バ
ム
に
ま
と

め
て
参
加
者
に
後
日
発
送
し
た
。

　2024年10月19日（土）に第４回ホームカミ
ングデーが開催された。前回同様、立食パー
ティーを外部の会場で行い、参加者とイベント
の認知を拡大するために今回から２年被りで参
加者を招待することとなった。

懇親会会場で参加者たちと撮影懇親会会場で参加者たちと撮影

懇親会で成田さんが指揮を執り、校歌斉唱懇親会で成田さんが指揮を執り、校歌斉唱

スタディセンターの説明を受ける参加者たちスタディセンターの説明を受ける参加者たち

ホームカミングデーの次回告知についてホームカミングデーの次回告知について

※	昨年と同様、校内見学などを行い、２次会会場に

移動し、立食パーティーを行う予定です。



第 18 号（4）こゆ る ぎ 会 報令和７年₈月１日

こゆるぎ会　2024 年度決算報告 自　　2024 年 6月01日
至　　2025 年 5月31日

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

前年度繰越金 64,922,916 事業費 5,623,100
同総会費 7,635,000 慶弔費 178,050
利息収入 28,317 会議費 297,989
その他収入 11,000 交通費（外部） 4,000

通信費 20,400
雑費 32,255
消耗品費 39,930
ＨＰ・名簿管理費 368,054
助成金 170,000
広告宣伝費 95,700
次年度繰越金 65,767,755

合　計 72,597,233 合　　計 72,597,233

（単位：円）

こゆるぎ会　2025 年度予算 自　　2025 年 6月01日
至　　2026 年 5月31日

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

前年度繰越金 65,767,755 事業費 5,983,000
同窓会費 7,695,000 慶弔費 150,000
利息収入 30,000 会議費 370,000

交通費（外部） 6,000
通信費 21,000
雑費 30,000
消耗品費 10,000
ＨＰ・名簿管理費 370,000
助成金 640,000
広告宣伝費 30,000
次年度繰越金 65,882,755

合　計 73,492,755 合　　計 73,492,755

（単位：円）

　

２
０
２
５
年
度
こ
ゆ
る
ぎ
会
代
表
者
会

が
、
６
月
14
日
の
13
時
30
分
か
ら
向
上
高

校
の
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　

会
は
、始
め
に
髙
倉
会
長
か
ら
の
挨
拶
、

続
い
て
小
河
亨
校
長
先
生
よ
り
学
校
の
近

況
な
ど
が
話
さ
れ
た
。
議
事
は
昭
和
45
年

度
卒
業
の
内
藤
文
夫
さ
ん
が
議
長
に
選
出

さ
れ
議
事
進
行
を
お
こ
な
っ
た
。

　

議
題
は
、
役
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
昨

年
度
の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
、
今
年
度

の
事
業
計
画
案･

予
算
案
等
で
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
空
席
だ
っ
た
相
談
役

の
後
任
と
し
て
、
副
会
長
の
西
山
陽
造
先

生
と
向
上
学
園
で
事
務
長
を
務
め
て
い
た

播
磨
幸
雄
さ
ん
を
推
薦
し
、
こ
の
議
案
に

つ
い
て
も
代
表
者
会
で
承
認
さ
れ
た
。

４
月	

自
修
館
中
等
教
育
学
校
入
学
式
献
花

	

向
上
高
等
学
校
入
学
式
献
花

	

向
上
高
等
学
校
新
入
生
フ
ィ
ー
ル
ド

	

ワ
ー
ク
支
援
（
瑞
雲
寺
訪
問
の
案
内
）

６
月	

令
和
６
年
度
代
表
者
会
実
施

７
月	

野
球
応
援
（
会
場
に
て
団
扇
配
り
）

８
月	

こ
ゆ
る
ぎ
会
会
報
17
号
発
行

９
月	

こ
ゆ
る
ぎ
祭
展
示
参
加

10
月	

第
４
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
施

12
月	

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
献
花

３
月	

自
修
館
中
等
教
育
学
校
卒
業
式
献
花

	

向
上
高
等
学
校
卒
業
献
花

※	

役
員
会
は
４
月
、
５
月
、
６
月
、
９
月
、

11
月
、
２
月
に
実
施

令
和
６
年
度
活
動
報
告

４
月	

自
修
館
中
等
教
育
学
校
入
学
式
献
花

	

向
上
高
等
学
校
入
学
式
献
花

	

向
上
高
等
学
校
新
入
生
フ
ィ
ー
ル
ド

	

ワ
ー
ク
支
援
（
瑞
雲
寺
訪
問
の
案
内
）

６
月	

令
和
７
年
度
代
表
者
会

７
月	

野
球
応
援
（
会
場
に
て
団
扇
配
り
）

８
月	

こ
ゆ
る
ぎ
会
会
報
18
号
発
行
予
定

９
月	

こ
ゆ
る
ぎ
祭
展
示
参
加
予
定　
　
　

10
月	

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
施
予
定

12
月	

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
献
花

1
月	
「
向
上
高
校
22
歳
の
集
い
」
協
力
予
定

３
月	
自
修
館
中
等
教
育
学
校
卒
業
式
献
花

	
向
上
高
等
学
校
卒
業
式
献
花

※	

役
員
会
は
４
月
、
５
月
、
６
月
、
９
月
、

11
月
、
12
月
、
２
月
に
実
施
の
予
定

令
和
７
年
度
活
動
計
画

新
相
談
役
が
決
定

令
和
７
年
度
代
表
者
会

真剣に話を聞く代表者たち



　2024 年 11 月 23 日に昭和 60 年度卒商業科の同窓会が南林間で開
催された。佐久間真一先生、野田祐次先生を含む 26 名が参加した。
４年ごとに開催されていた商業科の同窓会だったが、コロナ禍も
あって今回は８年ぶりの開催。何年経っても不思議と学生時代の思
い出が蘇り、話が尽きることなく非常に充実した会だった。また、
会に飛び入り参加していたこゆるぎ会の成田副会長の指揮の元、校
歌や野球の応援歌を熱唱し、盛大なエールで会を閉めた。

　2024 年 1 月 25 日に昭和 60 年度卒普通科の同窓会が本
厚木で開催された。野田裕二先生、中川和久先生、吉田
尚子先生を含む 13 名が参加。２年ごとに新年会として開
催をしていたが、今回は中川先生が退職を迎えるという
ことから同窓会へ変更。先生たちと何十年ぶりかの再開
も話は尽きず昔話に華を咲かせた。会の終盤には、中川
先生へ退職祝いとして日本酒が参加者から贈られた。

退
職
さ
れ
た
先
生
方

退
職
さ
れ
た
先
生
方

再雇用で引き続き在職契約満了による退職

契約満了による退職 契約満了による退職 契約満了による退職

訃報訃報

（5）第 18 号 こゆ る ぎ 会 報 令和７年₈月１日

昭和昭和6060年度普通年度普通科・科・商業科同窓会商業科同窓会

安藤玲子 先生

高橋邦夫 先生

上野盛男 先生

中川和久 先生

飯田聖彦 先生

直理賀一 先生

小川　覚 先生

永尾和幸 先生

松澤輝次 先生

河井雅彦 先生

山内実咲 先生

令和７年３月 14 日に永尾和幸先生がご逝去されました。
享年は 74 歳でした。向上高校では、社会科の先生として 37 年間勤務し、
囲碁部や無線部などの顧問でした。



第 18 号（6）こゆ る ぎ 会 報令和７年₈月１日

　３月７日 ( 金 ) に、令和５年度卒業証書授
与式が行われ、５０９名の卒業生が本校を巣
立った。
　前日の悪天候が心配される中、当日は天
候に恵まれ多くの方々の出席のもと挙行され
た。第一部では、卒業証書の授与、「明浄直賞」
など各賞の受賞者の発表ののち、在校生を代
表してなおき会会長からの送辞が述べられ、
卒業生代表の答辞で式場は感動に包まれた。
　第二部では各クラスでの最後のホーム
ルームが行われ、担任の先生からの贈る言
葉や手作りのムービーに笑いあり、涙あり
の温かい空気に包まれていた。また、生徒
たちから担任の先生にも、感謝の気持ちや
花束などのプレゼントを贈る場が設けられ
た。３年間の高校生活最後を思い思いに過
ごしていた。

　４月 11 日に新入生４２２名がオリエン
テーションの一環で、向上高校発祥の地
である曽我の瑞雲寺を訪問しました。
　発祥の地であることを示す石碑の説明
を先生方から聞いた後、本堂前で住職の
大井道範氏や本校の前身校である湘北高
校卒業の小川敏夫さんから当時のお話を
聞きました。

卒業式卒業式 509名の巣立ち509名の巣立ち

1年生 今年も瑞雲寺1年生 今年も瑞雲寺

頑張る向上生頑張る向上生

行事や式典行事や式典
充実の内容で充実の内容で

住職から話を聞く生徒たち

　

４
月
８
日
（
火
）
、
令

和
７
年
度
入
学
式
が
行

わ
れ
、
４
４
２
名
の
新

入
生
が
新
た
に
向
上
生

の
一
員
に
加
わ
っ
た
。

　

式
は
各
担
任
の
先
生

か
ら
の
呼
名
か
ら
始
ま

り
、
壇
上
か
ら
新
入
生
が
入
場
。
壇

上
か
ら
入
場
す
る
新
入
生
の
表
情
は
、

緊
張
と
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
に
対

す
る
期
待
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
。

　

全
員
が
着
席
し
終
え
る
と
国
歌
斉

唱
の
後
、
小
河
亨
校
長
先
生
か
ら
祝

福
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

来
賓
を
代
表
し
て
み
ど
り
園
施
設
長

の
菅
原
敦
さ
ん
と
明
和

会
会
長
に
よ
る
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

式
の
最
後
に
は
校
歌

斉
唱
が
行
わ
れ
、
新
入

生
は
体
育
館
後
方
か
ら

退
場
し
た
。
新
入
生
と

保
護
者
は
各
教
室
に
戻

り
、
「
最
初
の
Ｈ
Ｒ
」
が

開
か
れ
た
ほ
か
、
Ｂ
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
洋
風
中
庭

で
写
真
撮
影
が
行
わ
れ

た
。

入学式 入学式 442名442名が高校生活をスタートが高校生活をスタート

同窓会で贈られた献花（中央）同窓会で贈られた献花（中央）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
の
応
援
合
戦
で
一
致
団
結

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
の
応
援
合
戦
で
一
致
団
結

　

６
月
19
日(

木)

・
20
日(

金)

の

２
日
間
、
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
に
て
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
た
。

　

１
日
目
は
、
13
時
か
ら
体
育
委
員
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
を
中
心
と
し
た
準
備
の
も
と
、
開

会
式
が
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
度
に
続
い
て
今
年
度
も
ブ

ロ
ッ
ク
対
抗
の
応
援
合
戦
が
行

わ
れ
た
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
応
援
歌
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
替
え
歌
に
加

え
て
、T

i
k
T
o
k

で
流
行

し
た
楽
曲
も
応
援
歌
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
幅
広
い

選
曲
が
特
徴
と
な
っ
た
。

ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
団
長
の

選
手
宣
誓
も
行
わ
れ
、
ア
リ
ー

ナ
全
体
に
若
さ
溢
れ
る
元
気
い
っ

ぱ
い
の
声
が
響
き
渡
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
約
９
０
０
名
の
保
護
者

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
学
年
別
種
目

の
ム
カ
デ
リ
レ
ー
・
背
渡
り
競
争
・
ハ

リ
ケ
ー
ン
、
ク
ラ
ス
対
抗
騎
馬
戦
な
ど

様
々
な
競
技
が
始
ま
っ
た
。

　

ど
の
競
技
も
ク
ラ
ス
で
声
を
掛
け
合

い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
も
応
援
の
声
が

ア
リ
ー
ナ
に
響
い
た
。

ブロック対抗で行われた応援合戦ブロック対抗で行われた応援合戦



（7）第 18 号 こゆ る ぎ 会 報 令和７年₈月１日

2024年度　進路状況

四大進学者が 80.6％ ～努力の結果が進路に～

　２024年度の進路状況は、現役生では80.6％が四年制大学、1.8％が短期大学、11.4％が専門学校、1.4％が就職でした。
卒業生も含めた主な四大進学先は次の通り。

向上高等学校 合格結果
国公立大学

合格数
計

現役 既卒
秋田大学 1 1
茨城大学 1 1
愛媛大学 1 1
埼玉大学 1 1
静岡大学 1 1
千葉大学 1 1
山形大学 1 1
山口大学 1 1
横浜国立大学 1 1
神奈川県立保健福祉大学 2 2
釧路公立大学 1 1
諏訪東京理科大学 2 2
東京都立大学 1 1
防衛大学校 1 1
現役・既卒別合格数 14 2 16

KSMSM
合格数

計
現役 既卒

國學院大學 18 18
成蹊大学 3 1 4
成城大学 9 9
武蔵大学 3 3
明治学院大学 8 8
現役・既卒別合格数 41 1 42

日東駒専
合格数

計
現役 既卒

駒澤大学 10 10
専修大学 41 41
東洋大学 10 1 11
日本大学 45 3 48
現役・既卒別合格数 106 4 110

首都圏理系10大学
合格数

計
現役 既卒

工学院大学 14 2 16
芝浦工業大学 2 2 4
東京電機大学 7 1 8
東京都市大学 26 1 27
麻布大学 6 6
神奈川工科大学 30 30
北里大学 6 6
千葉工業大学 0
東京工科大学 21 21
東京農業大学 8 8
現役・既卒別合格数 120 6 126

私立大学
合格数

計
現役 既卒

亜細亜大学 5 5
追手門学院大学 1 1
桜美林大学 17 17
大妻女子大学 1 1
嘉悦大学 1 1
神奈川大学 28 1 29
神奈川歯科大学 1 1
鎌倉女子大学 1 1
神田外語大学 1 1
関東学院大学 15 15
共立女子大学 3 3
杏林大学 3 3
近畿大学 1 1
国際医療福祉大学 8 8
国際武道大学 1 1
国士舘大学 4 4
駒沢女子大学 6 6
相模女子大学 4 4
産業能率大学 13 13
実践女子大学 1 1
順天堂大学 1 1
湘南医療大学 2 2
湘南工科大学 1 1
昭和大学 1 1
昭和医科大学 1 1
昭和音楽大学 1 1
昭和女子大学 2 2
清泉女子大学 1 1
清和大学 2 2
洗足学園音楽大学 3 3
創価大学 9 9
大正大学 2 2
大東文化大学 1 1
拓殖大学 1 1
多摩大学 2 2
玉川大学 13 13

私立大学
合格数

計
現役 既卒

帝京大学 35 35
帝京科学大学 2 2
帝京平成大学 4 4
桐蔭横浜大学 4 4
東海大学 73 3 76
東京家政大学 1 1
東京経済大学 4 4
東京工芸大学 1 1 2
東京情報デザイン専門職大学 1 1
東京女子大学 2 2
東京女子医科大学 1 1
東京福祉大学 2 2
東京未来大学 1 1
東邦大学 2 2
東洋英和女学院大学 3 3
東洋学園大学 1 1
日本医療科学大学 1 1
日本女子体育大学 1 1
日本赤十字看護大学 1 1
日本体育大学 3 3
日本文化大学 1 1
フェリス女学院大 1 1
文化学園大学 1 1
文教大学 1 1
武蔵野大学 1 1
明星大学 10 1 11
桃山学院教育大学 1 1
ヤマザキ動物看護大学 3 3
山梨学院大学 1 1
横浜商科大学 2 2
横浜創英大学 3 3
横浜薬科大学 7 7
立正大学 2 2
立命館アジア大学 3 3
和光大学 3 3
現役・既卒別合格数 341 6 347

早慶上智理科ICU
合格数

計
現役 既卒

慶應義塾大学 2 2
早稲田大学 2 2
上智大学 0
東京理科大学 3 1 4
国際基督教大学 0
現役・既卒別合格数 7 1 8

GMARCH関関同立
合格数

計
現役 既卒

青山学院大学 22 22
学習院大学 2 2
中央大学 15 15
法政大学 23 1 24
明治大学 8 1 9
立教大学 8 8
関西大学 0
関西学院大学 0
同志社大学 0
立命館大学 0
現役・既卒別合格数 78 2 80
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「明・浄・直」の教えがつないだ仕事「明・浄・直」の教えがつないだ仕事
同窓生紹介  昭和同窓生紹介  昭和5757年度卒  井出貴史さん年度卒  井出貴史さん

　今回の同窓生紹介は、昭和57年度に本校を卒業した井出貴史さん。寒川
神社参集殿では業務部長として、神前結婚式や七五三などで訪れた人たちへ
忘れられない特別な時間を提供するために日々の業務に尽力している。

編
集
後
記

勤務している参集殿の外観勤務している参集殿の外観

神前式を執り行う御神殿神前式を執り行う御神殿

Ｑ	

向
上
高
校
に
入
学
し
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ	

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
寒
川
を
経
由
し
て

い
て
、
通
学
が
便
利
だ
っ
た
こ
と
が

一
番
の
理
由
で
す
。

	

ま
た
当
時
は
、
嶋
大
輔
さ
ん
や

『
ビ
ー
・
バ
ッ
プ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
』

の
影
響
で
リ
ー
ゼ
ン
ト
に
す
る
学
生

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
そ
う

し
た
髪
型
が
好
き
で
は
な
く
、
校
則

の
厳
し
い
学
校
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
校
訓
の
「
明
・
浄
・
直
」

と
い
う
理
念
が
自
分
に
合
っ
て
い
る

と
感
じ
、
向
上
高
校
を
選
び
ま
し
た
。

Ｑ	

在
学
時
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
思
い

出
は
？

Ａ	

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
地
元
の
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
活
動
や
神
輿
を
担
ぐ
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
親
し
ん
で

き
ま
し
た
。

	

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
３
年
生
の
と
き
、
７

月
15
日
の
浜
降
祭
は
平
日
開
催
で
授

業
の
あ
る
日
で
し
た
の
で
、
担
任
の

橋
本
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
快

く
参
加
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の

ご
理
解
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ	

遠
い
先
祖
が
神
職
を
し
て
い
た
こ
と

や
、
神
輿
を
担
い
で
き
た
経
験
も

あ
っ
て
、
次
第
に
神
道
の
世
界
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
で
も
調
べ
る
う
ち
に
、
そ
の
道
を

志
す
気
持
ち
が
固
ま
り
、
國
學
院
大

學
に
進
学
し
神
社
の
礼
儀
作
法
や
神

道
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

	

入
学
と
同
時
に
東
京
永
田
町
鎮
座
の

日
枝
神
社
で
実
習
し
、
神
職
の
資
格

も
取
得
し
ま
し
た
。
実
習
で
は
音
を

上
げ
る
同
期
も
い
ま
し
た
が
、
向
上

高
校
で
の
厳
し
い
生
活
に
比
べ
れ
ば
、

正
直
言
っ
て
「
屁
で
も
な
い
」
と
感

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

	

本
来
な
ら
ば
上
席
の
経
験
豊
富
な
先

輩
方
が
担
当
さ
れ
る
場
面
で
し
た
が
、

当
時
の
上
司
か
ら
「
卒
業
生
な
の
で

井
出
君
が
奉
仕
す
れ
ば
よ
い
」
と
言

わ
れ
僭
越
な
が
ら
こ
の
大
役
を
果
た

し
た
次
第
で
、
大
変
光
栄
な
経
験
で

し
た
。

	

２
つ
目
は
、
神
道
の
家
柄
で
も
あ
っ

た
宮
崎
道
世
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
た

際
に
、
体
育
館
で
行
わ
れ
た
追
悼
式

を
奉
仕
し
、
そ
の
後
の
十
年
祭
の
神

事
も
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
す
。
母
校
の
恩
師
を
偲
ぶ
大
切

な
時
間
で
し
た
。

	

３
つ
目
は
、
親
し
く
し
て
い
る
方
の

ご
縁
で
、
豊
島
岡
墓
地
で
執
り
行
わ

れ
た
秩
父
宮
妃
殿
下
の
式
年
祭
に
参

列
で
き
た
こ
と
で
す
。
非
常
に
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

じ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

	

大
学
卒
業
後
は
静
岡
の
秋
葉
神
社
、

三
嶋
大
社
に
奉
職
し
、
平
成
３
年
か

ら
念
願
の
寒
川
神
社
で
の
勤
務
と
な

り
ま
し
た
。

	

こ
こ
最
近
は
年
間
お
よ
そ
２
０
０
万

人
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
全
国
で
も
ご

祈
祷
数
が
最
も
多
い
神
社
で
す
。
他

所
の
某
神
社
の
約
10
倍
と
い
う
ご
祈

祷
数
に
対
応
す
る
日
々
は
多
忙
で
す

が
、
と
て
も
誉
で
あ
り
ま
す
。
現
在

は
、
各
種
宴
会
を
担
当
す
る
参
集
殿

に
て
10
年
ほ
ど
勤
務
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
仕
事
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
出

来
事
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
い
く
つ
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の

が
あ
る
の
で
す
が
、
１
つ
目
は
、
寒

川
神
社
に
入
社
し
て
２
～
３
年
経
っ

た
頃
。
向
上
高
校
の
新
校
舎
が
見
附

島
に
完
成
し
た
際
、
そ
の
清
祓
（
き

よ
は
ら
い
）
の
儀
式
を
担
当
さ
せ
て

　

無
事
に
会
報
を
発
行
で
き
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
同

窓
生
紹
介
の
井
出
さ
ん
は
、
昨

年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

参
加
し
た
縁
で
取
材
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
出
会
い
が
生
ま
れ

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
た
に
「
向
上
高
校

22
歳
の
集
い
」
に
も
協
力
を
す

る
の
で
新
た
な
出
会
い
が
あ
る

こ
と
に
期
待
を
し
ま
す
。（
佐
藤
）


